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す
べ
て
の
学
年
・
学
級
を 

少
人
数
学
級
に
！ 

 

 

毎
年
、
全
教
・
全
教
北
九
州
が
行
っ
て
い
る

教
育
条
件
整
備
の
た
め
の
全
国
署
名
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
全
国
署
名
は
、
２
９
年
前
に
「３
０
０
０
万

署
名
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
に
４
億

５
千
万
を
こ
え
る
署
名
が
集
ま
り
、
国
や
自
治

体
を
動
か
し
、
少
人
数
学
級
が
広
が
り
、
就
学

支
援
金
制
度
な
ど
を
実
現
す
る
力
と
な
り
ま

し
た
。 

 

全
教
北
九
州
も
毎
年
北
九
州
市
に
少
人
数

学
級
早
期
実
現
を
訴
え
、
議
会
請
願
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

少
人
数
学
級
実
現
は
、
正
規
教
員 

を
増
し
て
の
実
施
を
！ 

 

 

北
九
州
市
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
願
い
に

応
え
て
、
小
学
校
１
年
、
２
年
、
３
年
、
そ
し
て 

中
学
校
１
年
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
学
年

で
も
校
長
裁
量
で
の
実
施
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
の
措
置

は
予
算
や
教
員
を
増
や
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
加
配
要
員
を
流
用
し
て
の
措
置
で
、
逆

に
教
員
不
足
に
拍
車
を
か
け
、
現
場
は
多
忙
と

混
乱
を
極
め
、
学
校
教
育
・運
営
に
も
支
障
が

出
て
い
ま
す
。 

支
援
学
校
の
設
置
基
準
づ
く

り
を
国
に
要
求
！ 

 
 

全
教
は
、
国
に
対
し
、
多
く
の
保
護
者
、
市

民
と
協
力
し
て
特
別
支
援
学
校
の
「設
置
基
準

づ
く
り
」を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。 

全
国
的
に
は
、
支
援
学
校
の
児
童
・生
徒
数

は
増
加
の
一
途
で
、
在
籍
者
数
は
２
０
０
５
年
と

比
較
し
て
１
１
年
間
で
３
万
８
千
人
増
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
学
校
建
設
は
す
す
ん
で
い
ま
せ

ん
。
支
援
学
校
で
は
、
普
通
教
室
が
足
り
ず
一

つ
の
教
室
を
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て
使
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り
ず
特
別

教
室
も
普
通
教
室
に
転
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
態
の
根
源
は
、
幼
稚
園
か
ら
小
中
、
高
校
、

専
門
學
校
ま
で
す
べ
て
に
あ
る
「学
校
設
置
基

準
」が
支
援
学
校
だ
け
に
な
い
か
ら
で
す
。 

 

今
の
支
援
学
級
編
成
基
準 

８
人
で
は
、
多
す
ぎ
ま
す
！ 

 
 

全
国
の
支
援
学
級
在
籍
児
童
・生
徒
数
も
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
・生
徒
の
状
況
も
多
様
で
、
医
療
的
な
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
も
い
れ
ば
、
情
緒
障
害
の
子

ど
も
、
個
別
対
応
が
常
時
必
要
な
子
ど
も
な
ど

実
態
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
支
援

学
級
の
編
成
基
準
が
一
学
級
８
人
と
多
す
ぎ

る
た
め
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
一
人
の
担
任
で

多
様
な
指
導
す
る
こ
と
は
、
負
担
も
大
き
く
、

す
で
に
限
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
も
教
職
員 

も
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
に
！ 

日
本
の
教
育
機
関
の
公
財
政
支
出
は
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
最
下
位
で
す
。
せ
め

て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
に
財
政
支
出
を
行
え
ば
、

小
・中
・高
校
の
３
５
人
以
下
学
級
の
実
現
の
み

な
ら
ず
、
教
育
費
無
償
化
な
ど
教
育
条
件
整

備
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

教
育
条
件
整
備
は
、
実
現
に
は
時
間
も
か
か

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

小
さ
な
一
歩
で
も
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
職
場
で
も
教
育
署
名
の
取
組
を
進
め 

て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

全
教
北
九
州
は
毎
月
Ｊ
Ｒ
の
駅
前
で
街
頭
で

の
宣
伝
や
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

十
月
は
、
十
七
日
（土
曜
日
）十
二
時
時
ご
ろ

か
ら
Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅
で
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
都
合
が
つ
く
方
は
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 
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『少人数学級の前進を』『支援学校の設置基準づくりを』 

子どもたちが安心して学べる学校のため 



2 

 

 

「給与改定、人事制度交渉」では、待遇改善を前面に交渉に臨みます。                    

 ０・６～１０・７ 全教「全国女性教職員学習交流集会」が北九州で開催されました。 

十
月
六
日
、
七
日
に
北

九
州
大
学
に
お
い
て
、「
全

国
女
性
教
職
員
学
習
交
流

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
の
参
加
者

を
迎
え
、
二
日
間
で
延
べ

五
三
三
人
が
つ
ど
い
学
び

ま
し
た
。
北
九
州
の
障
害

者
に
よ
る
「
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
劇
団
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ま
た
「
抱
樸
」
の
奥

田
知
志
さ
ん
の
講
演
か
ら

は
、「
生
き
て
い
る
こ
と
に

こ
そ
価
値
が
あ
る
」「
助
け

て
と
言
え
る
社
会
を
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
二
日
目
は
３
基
礎
講

座
、
４
分
科
会
の
充
実
し

た
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
女
性
教
職
員
が
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
て
働

け
て
こ
そ
教
育
現
場
が
輝

く
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
と
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

二
日
間
で
し
た
。 

  

 

１０月１６日全教北九州と市教委との給与改定交渉が

行われました。交渉では、組合からの要求書に対する回答

がありました。 

１、給与、手当の増額を要求 

教職員の生活アンケートでも働きに見合った賃金をと

いう要求が多数です。市教委にもこの間、代償措置を要求

してきました。今回、人事委員会勧告で教育職の給料表を

改定するよう勧告がなされ、市もそれに沿って改定される

予定で、若干の給与がｕｐされます。しかし、全教北九州

の要求は、学校事務職員などの学校関係者すべての増額要

求であり、同じ職場にあって増える人、増えない人がいる

ことには納得できません。 

 

非常勤の教職員も待遇の改善を！ 

給与増額に関しては、臨時教職員の教職員給料表の教育

職２級（現在１級）と昇給の上限を撤廃するように要求し

ていました。その中で、昇給上限については、福岡県も今

年から撤廃した経緯を受けて北九州市も検討するという

前向きの回答でした。実現するといいですね。その他の回

答は、いつもの他都市の動向を踏まえて・・・などのやる

気のない回答でした。 

 

２、人事制度（勤務条件等）の要求 

北九州の教員希望者が福岡市や県に逃げて行っている

状況は市教委も把握しており、あの手、この手で宣伝、Ｐ

Ｒしているようです。しかし、何といっても給与や手当、

働きやすい職場環境を保障する人的配置、権利などの待遇

が県下一悪いことは受験する側もよく調べています。市教

委も、「よい人材を集めるには、待遇改善しかない」とは言

ってきましたが、全教北九州からの具体的改善要求を受け

入れず、一方で市教委の具体的対応策が今回の交渉でも見

えてきませんでした。ただ、前進面でいえば、子育て支援

休暇の復活はないものの、それに代わる新しい休暇制度を

今後の交渉で明らかにしていくとの回答でした。 

３、人事評価について 

全教北九州は、これまでの交渉のたびに、「賃金を業績評

価に反映させないよう」要求してきました。また、評価シ

ステムも反対しています。これまでの交渉では、「検討して

います。」という回答でしたが、今回は『今後の交渉で明ら

かにする』という、一歩踏み込んだ回答でした。本来、教

育現場での業績評価はあってはならず、組合としても反対

の立場を明確にして今後の交渉に臨みます。 

 

管
理
職
の
「
は
よ
帰
れ
！
が
ウ
ザ
イ
」
と
い
う
声
が
。 

今
年
度
の
組
合
要
求
書
に
『
業
務
内
容
削
減
を
伴
わ
な
い

な
か
、
長
時
間
勤
務
削
減
の
結
果
の
み
を
問
題
に
す
る
職
員

に
対
す
る
「
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
改
め
る
こ
と
。』
と
い
う

項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
組
合
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、「
管
理
職
の
早
く
帰
り
な
さ
い
」
の
声
が

ウ
ザ
イ
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
こ
の
言
葉
が

「
不
快
」
と
感
じ
る
と
い
う
声
も
非
常
に
多
く
、
要
求
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。 

馴
染
み
の
な
い
言
葉
な
の
で
、「
校
長
か
ら
日
常
的
に
早
く

退
校
し
な
さ
い
」
言
わ
れ
て
も
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
意
識

が
な
い
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

ネ
ッ
ト
で
は
、『
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
（
ジ
タ
ハ
ラ
）
と

は
、
残
業
時
間
削
減
の
た
め
の
具
体
策
が
な
い
ま
ま
、
社
員

に
「
残
業
を
す
る
な
」「
定
時
に
帰
れ
」
な
ど
と
退
社
を
強
要

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
長
時
間
労
働
の
見
直
し
は
本
来
、

企
業
が
進
ん
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
な
い
の
に
退
社
を
強
要
す
れ
ば
、

持
ち
帰
り
残
業
が
増
え
た
り
、
従
業
員
の
士
気
が
下
が
っ
た

り
す
る
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
な
結
果
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。』
だ
そ
う
で
す
。 

ま
っ
た
く
今
の
学
校
職
場
の
現
状
そ
の
ま
ま
で
す
。
具
体

策
の
な
い
ま
ま
の
働
き
方
の
見
直
し
は
こ
の
よ
う
な
パ
ワ
ハ

ラ
も
増
大
さ
せ
ま
す
。
来
年
度
は
学
校
経
営
方
針
に
業
務
改

善
の
具
体
策
を
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
３
学
期

に
は
来
年
度
の
行
事
の
検
討
も
始
ま
り
ま
す
。
働
き
や
す
い

職
場
に
す
る
た
め
、
管
理
職
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
一
緒
に

具
体
策
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２、人事制度（勤務条件等）の要求 

北九州の教員希望者が福岡市や県に逃げて行っている

状況は市教委も把握しており、あの手、この手で宣伝、Ｐ

Ｒしているようです。しかし、何といっても給与や手当、

働きやすい職場環境を保障する人的配置、権利などの待

遇が県下一悪いことは受験する側もよく調べています。

市教委も、「よい人材を集めるには、待遇改善しかない」

とは言ってきましたが、全教北九州からの具体的改善要

求を受け入れず、一方で市教委の具体的対応策が今回の

交渉でも見えてきませんでした。ただ、前進面でいえば、

子育て支援休暇の復活はないものの、それに代わる新し

い休暇制度を今後の交渉で明らかにしていくとの回答で

した。 

３、人事評価について 

全教北九州は、これまでの交渉のたびに、「賃金を業績

評価に反映させないよう」要求してきました。また、評価

システムも反対しています。これまでの交渉では、「検討

しています。」という回答でしたが、今回は『今後の交渉

で明らかにする』という、一歩踏み込んだ回答でした。本

来、教育現場での業績評価はあってはならず、組合として

も反対の立場を明確にして今後の交渉に臨みます。 


